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那覇市研究大会

東洋大学 高山静子

お話する内容

1. 各ご発表へのコメント

2. 三園の発表から見える保育者の専門性

3. 保育者が実践研究をする意義

4. 質問に応えて

１．各ご発表へのコメント

保育者

子ども

大人として
丁寧に伝え
ること

主体的に
活動して学ぶ

こと

科学的な食事の援助

•子どもは「甘い物は栄養がある」と認識するために好き
であり、「苦い物は毒がある」と認識するために、苦み
のある野菜を嫌う。

•子どもは生まれつき小食の子どもとたくさん食べる子ど
もがいる。食事量は子どもにより異なる。

•子どもにプレッシャーをかけると、食事量は減り、好き
嫌いが増えることが明らかになっている。

•強要しない食事指導は、科学的な指導である。

クレア・ルウェリン、ヘイ リー・サイラッド「人生 で一 番 大事 な1000日の食事」ダイアモンド社2019

今は、保護者の力を借りやすい

•「私たちはもぐもぐカミカミと自分の口元を見せるこ
とができないので、お父さん、お母さん、お家で口元
を見せてください。よろしくお願いします」

•「会話は脳の栄養ですから、子どもとたくさん会話を
したいと思っているのですが、感染防止で遠慮する気
持ちもあります。お父さん、お母さん、おじいちゃん、
おばあちゃん、お家で子どもとたくさん会話をお願い
します」
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２ 発表に共通する
保育者の専門性

（１）保育者の専門性は「子どもを変えよう」とす
るより「自分」と「保育」を変えようとすること

子どもの○○が気になる、心配

さて、どうするか？

例）みやぎ原保育園さんの研究

食べる意欲が薄い子どもが気になる

楽しい食の情報を工夫して提供しよう、

日中の活動を増やす等

食の意欲がわく

例）そよ風おもろ保育園さんの研究

咀嚼できない、飲み込めない子どもが

気になる

保育者の食べさせ方や言葉を変えよう

子どもは咀嚼の力を発揮しやすくなる

例）おおな愛児保育園さんの研究

子どもの人権を尊重した保育をしよう

物的環境(園庭/保育室等)や時間の環

境を変えよう

保育者の関わりを変えよう

保育者の専門性は「自らの専門性」を高め
ようとすること

（子どもの○○が気になる・・・）

環境を変えよう、関わりを変えよう

子どもは育つ力を発揮しやすくなる
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保育者の“圧”や、ネガティブなまなざしは
子どもに伝わる

（子どもの○○が気になる・・・）

子どもの○○を改善しよう

子どもは自分の悪い部分にこだわる

（２）保育者の専門性は、遊びや生活全体を
通して総合的に働きかけることである

親の愛情
不足

子どもの
心理問題

保育者は生活全体を捉え生活全体に働きかける

保育者との関係

睡眠不足

栄養の偏り

集団生活の
ストレス

親・兄弟の真似

テレビの真似

大人の関心を
引きたい

兄弟姉妹との
関係

運動不足

甘い物の食べ過ぎ

武器の玩具や絵本

感覚過敏

アレルギー

映像の長時間視聴

不安

生理

器質(形質)

心理

環境

薬・化学物質

認識・言葉の不足

遊び不足

保育者の専門性

• 福祉の専門職として生活を支える。「能力」や「心理」だけで
はなく「生活全体」を視野に入れる

• 教育の専門職として育成の視点で考える。「どう問題を解決す
るか」ではなく、「どう育ちを支えるか」と考える。

• 保育の専門職として働きかけのバリエーションが多い。子ども
に対して、さまざまな遊びや、生活場面の方法を知っている。

例）咀嚼は、筋肉や乳児期の生活全体の現れ

咀嚼笑う顔の表情が

豊かな生活

気持ちのよい

喃語が出る生活

うつぶせで胸

を挙げて遊ぶ
体幹が育つ這う

遊び

なめる物があり

なめる時間がある

数日間でよだれが止まるのは生活の力

「はう運動遊び」の全身運動、笑顔を向ける保育者

喜びのある生活、生活リズムを整える等

今井寿美枝「はう運動遊びで育つ子どもたち」大月書店 ｐ30 著者から許可を得て掲載
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例)食の意欲は自律神経の機能や生活全体の現れ

食の意欲

暗く静かな場でぐっ

すり眠り自分で朝気

持ちよく起きる生活

午前中に光をあび、

体を動かし遊ぶ

笑う、熱中する、心

を活発に動かす

午睡は短めに

夕方にも外遊び

保育者は生活全体で子どもの育ちを支えている

子どもの

育ち

子ども自身がつ

くりだす遊び

ていねいな生活

（食事、午睡、着

脱等）

自然との関わり等

驚きや感動、熱中

のある生活 体を十分に動かし、

手を使って環境に

働きかける

保育者や友達との豊

かな関わり

（３）保育者の専門性は、物的環境
時間の環境・人的環境のそれぞれに現れる

保育者の関わりの質は空間と時間に影響を受ける

保育者の関わりの質

時間の

環境
物的環境

「改訂保育者の関わりの理論と実践」郁洋舎ｐ９２

物的環境が悪いと制止や指示が増える

走らな
いで！ みんな

○○するよ
おいで～

「体育館のような空間」『子育て支援の環境づくり』ｐ１８

じゅん
ばん！

時間の環境が悪いと（一斉）待たせる、急がせ
るが増え、子どももストレスが高まる

「改訂保育者の関わりの理論と実践」郁洋舎ｐ９２
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昭和の時代までの保育者の役割

子ども

保育者

ほめる
言葉かけ

引きつける
何かをさせる

平成・令和以降の保育者の役割

もの・ひと・こと

保育者子ども

対話

対話

環境構成

３園のご発表に見える保育の専門性は、
「子どもを変えようとする前に
自らの専門性を高めようとする」

「環境づくりや関わりを重視する」
「専門知識に基づいて保育をする」であり、
いずれも、「２１世紀型の保育」を探究す
る試みであったと思います。

３．学び続ける専門職として
実践を研究する意義

保育研究者による研究

実践を観察、インタビュー

データを研究、理論化に長い時
間がかかる

研究を本にしても読まれない

ことも多い（涙）

保育者による研究

研究しよう！→すぐ取り組む

先行的な実践や本を参考に

試行錯誤で、柔軟に方向転換

文書にしなくても、大会で発表
してもしなくても、保育の質は
高まり、子どもたちの幸福に直
結する

（１）保育者の研究は、子どもの幸福に直結 （２）適度な研究は、チームを同じ方向へ
向かわせる

環境を変えよう！
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（３）一人でも、実践研究はできる

•自分が読む絵本（文化の質）を変える
•自分がリーダーのときだけ、環境を構成してみる
•子どもと話す言葉や、自分のふるまいを変える
•子どもの話を今よりも聞くようにする
•子どもが話す、考える、試すことを増やす

（４）専門知識がある実践と、ない実践

「改訂保育者の関わりの理論と実践」郁洋舎ｐ２０

（５）専門性が高い保育者は悩み続ける

「自分の考えや経験で行動を決める保育者は、
相手や状況に合わせる必要性がないため、悩む
こともなく自信をもって保育を行うことができ
ます。悩みがないために、本を読み研修に参加
する必要性も感じません」

「専門職として仕事をする保育者は、専門知識
を常に学び、目の前の子どもや保護者に合わせ
て行動しようとします。その時々の状況に合わ
せて柔軟に対応しようとするため、経験豊かな
ベテランであっても常に悩みが生じます。その
ため優れた実践者はとても謙虚であり、学び続
けています」

「改訂保育者の関わりの理論と実践」郁洋舎ｐ２０

（６）「成長」していることを認め合おう

• 「やったね、悩みがまた増えたね～、私たち成長して
いるね～」と、お互いの成長を喜び合おう。

•反省は不要。「さあ今日も子どもたちのために頭を使
おう」

•保育は試行錯誤の連続。子どもたちのために悩み続け
よう。

31 32

33 34


